
引火性の強い薬品やベンジン、接着剤
などは収納しないで下さい。

火災や悪臭の原因となります。

棚板のガタツキなど不具合が生じたら、

無理に直そうとせずに弊社営業窓口まで

ご相談下さい。脱落・破損によりケガをす

る恐れが有ります。

不具合箇所は無理に直さずご相談下さい。

取 扱 説 明 書

この取扱説明書は、みなさまに本商品を正しく、そし

て末永くご愛用いただくために、注意事項やお手入れ

方法についてまとめたものです。ご使用前には必ずお

読みいただき､その後も手近に保管し､ご活用ください

ますようお願い申し上げます。

イビケン株式会社販売元

接
着
剤

シンナー

ベンジン

注意

B00-20231001

イビケン株式会社

日常のお手入れは乾いた布で軽くふいて下さい。

水などをこぼした場合は、すみやかに拭き取ってください。

アカシア集成材塗装棚板～お手入れ方法～

禁止

末長くお使いいただくために

注意

天然木の集成材は経過年数とともに色が変化します。

極端な変色を避けたい場合は、直射日光があたるのを避けて下さい。

ただし、室内照明でも変色してしまうので、光のあたり方によって色違いが発生します。

アカシア集成材塗装棚板は、天然の木材を使用しています。

天然木特有の木の質感を感じられる製品に仕上げるため、おとなしい木目だけでなく、

節や色目の違う材（赤みや黄みや白太）も積極的に取り入れています。

そのため、集成した材の間の色柄のバラツキが大きい場合があります。

節や斑点模様などは天然木ならではのキャラクターとして、あえて隠さず残しています。

棚１枚１枚ごとに木目、色目、表情が異なりますので、ご了承願います。

アカシア集成材塗装棚板について

ひどい汚れの場合は、市販のメラミンスポンジやサンドペーパーで汚れた部分を

削り落とします。色が薄くなったら、市販の着色剤で着色して下さい。

シンナー・ベンジン・みがき粉などは使用しないで下さい。

化学ぞうきんを使用するときは、長時間接触させたままにしないで下さい。

表面の変色やはがれの原因となります。

小さな節や大きな節が

ランダムに含まれます

木目を横切るような斑点模様

がランダムに含まれます

木の色目が異なるものが

ランダムに含まれます

（アカシア集成材塗装棚板用）

から拭きで汚れがとれない場合は、

水でぬらして固くしぼった布で拭きます。

水拭き後、から拭きをして水気を十分に取ります。

ＣＲＡＦＩＴＳ

大阪市西区江戸堀1-12-8 明治安田生命肥後橋ビル8F
TEL06-6616-8780　　FAX06-6616-8781

東京都港区三田3-14-10三田3丁目 MTビル5F
TEL03-3452-2547　　FAX03-3452-2548



Ｗ０９
Ｗ０７

Ｗ１７

Ｗ０３

破損や脱落に

よるケガの恐れが

有ります。

棚板に物を掛けたり、
ぶら下がったり、足をかけたりしないで下さい。

製品のゆがみ、変色の原因となります。

直射日光や冷暖房の強風などが直接当たら

ないようにして下さい。

製品のゆがみ、変色の原因となります。

棚板の上に、熱い物や濡れた物を直接
置かないで下さい。

蒸気を発する電化製品を棚の

下部で使用しないでください。
棚板表面のはがれやゆがみの原因となります。

安全上守っていただきたいこと

強制

○記号は、禁止の行為であることを告げるも

のです。図の中や近くに具体的な禁止内容

（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は、必ず実行していただく「強制」

内容です。

／

注意注意

△記号は注意を促す内容があることを告げる

ものです。図の中に具体的な注意内容（左図

の場合は火災の恐れ注意）が描かれています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをする

と、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が

想定される内容が記載されています。

禁止

B00-20231001

棚板

８ｋｇＷ０５

飾り棚セット：最大重量

１０ｋｇＷ０９Ｗ０５ Ｗ０９

棚板

１５ｋｇＷ０７

・オープン棚セット

２０ｋｇＷ０９

Ｗ０７ Ｗ０９

Ｗ１７

飾り棚セット

オープン棚セット

３０ｋｇＷ１７

オープン棚ハンガーセット

全体

１５ｋｇＷ０７
Ｗ０７

ウォール棚ハンガーセット

・オープン棚ハンガーセット

（ハンガー部）

（３ｋｇ）

全体

６ｋｇＷ０３

・ウォール棚ハンガーセット

（ハンガー部）

（２ｋｇ）Ｗ０３

重量物を収納しないで下さい。

最大重量を超えるものを収納しないで下さい。

部材の変形・破損・脱落の原因となりケガをする恐れが有ります。

ラダーフレーム棚セット

１マス（段）：Ｗ１１ １マス（段）：Ｗ１７

２マス（段）：Ｗ１１ ２マス（段）：Ｗ１７

３マス（段）：Ｗ１１ ３マス（段）：Ｗ１７

棚板１枚

２０ｋｇ１マス（段）

ラダーフレーム棚セット

：Ｗ１１　最大重量

（全体）

（３０ｋｇ）

２０ｋｇ （４０ｋｇ）

２０ｋｇ （４０ｋｇ）

２マス（段）

３マス（段）

３０ｋｇ （４０ｋｇ）

３０ｋｇ （５０ｋｇ）

３０ｋｇ （７０ｋｇ）

※棚板に均等に物を均等にのせてください。

　均等にのせないと棚板の変形・破損・脱落の原因となりケガをする恐れが有ります。

※棚板を追加した場合も全体の最大荷重が下記数値を超えないようにご使用下さい。

　最大荷重を超えてのせるとフレームの変形・破損・脱落の原因となりケガをする恐れがあります。

安全上守っていただきたいこと

棚板１枚

１マス（段）

ラダーフレーム棚セット

：Ｗ１７　最大重量

（全体）

２マス（段）

３マス（段）

禁止

禁止

棚レール付
　オープン棚セット

Ｗ０７

棚レール付
　オープン棚ハンガーセット

・棚レール付
　　オープン棚セット

・棚レール付
　　オープン棚ハンガーセット

・棚レール付
　　ウォール棚ハンガーセット

棚レール付
　ウォール棚ハンガーセット

　　　最大重量

　　　　　　最大重量

　　　　　　最大重量
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アタッチメント金具を

棚レールにしっかり掛けてください

Ｌ型金具

棚レール

棚レール

棚レール
アタッチメント金具

トラスネジ
棚板

Ｌ型金具

POINT：

２～３回転

オープン棚ハンガー金物本体 壁

△

　 変更する棚レールの穴位置にＬ字金具を取り付けます。

B00-20231001

安全上守っていただきたいこと

注意

　 Ｌ字金具を持ち上げ手前に引いて棚レールから取り外します。

しっかりトラスネジ

を締め付ける
適切な状態：Ｌ型金具上部

適切な状態：Ｌ型金具下部

④

⑤

＊

＊

　 Ｌ型金具がレールにしっかり掛かっている状態を確認してください。

　（下図：適切な状態参照、＊　　の表示は目安の寸法）

　 適切な状態でトラスネジをしっかり締め付けてください。

【棚柱付オープン棚ハンガーセットの場合】

　 オープン棚ハンガー金物本体がレールにしっかり掛かっている状態を確認してください

　（下図：適切な状態参照、＊　　の表示は目安の寸法）

　 適切な状態でトラスネジをしっかり締め付けてください

適切な状態：

オープン棚ハンガー金物本体上部 しっかりトラスネジ

を締め付ける

適切な状態：

オープン棚ハンガー金物本体下部

④ ⑤

＊

＊

●位置の変更方法

注意

【棚柱付オープン棚セットの場合】

【棚柱付オープン棚セットの場合、棚柱付オープン棚ハンガーセットの場：共通　】

必ず二人以上で作業を行ってください！△！

トラスネジを完全に外さないようにしてください。（２～３回転緩める程度）

　 Ｌ字金具のトラスネジをハンドドライバーで軽く緩めてください。

棚の上に収納物を載せたまま緩めると危険です。取り除いてから作業してください。

収納物や棚が脱落してケガをする恐れがあります。
△！

！ 棚レールに掛ける前のアタッチメント金具は取り外した状態のまま（少し緩まった状態）

作業してください。

①

②

③

④

⑤

④

⑤

棚レール

棚レール
アタッチメント金具

適切な状態：Ｌ型金具上部

④

⑤

適切な状態：

オープン棚ハンガー金物本体上部

適切な状態：

オープン棚ハンガー金物本体下部

④ ⑤



アタッチメント金具を

棚レールにしっかり掛けてください

ハンガー金物本体

棚レール

アタッチメント金具

トラスネジ

POINT：

２～３回転

【棚柱付ウォール棚ハンガーセットの場合】

　 ハンガー金物本体のトラスネジをハンドドライバーで軽く緩めてください。

　 変更する棚レールの穴位置にハンガー金物本体を取り付けます。

B00-20231001

　 持ち上げながら手前に引いて棚レールから取り外します。

　 ハンガー金物本体がレールにしっかり掛かっている状態を確認してください

　（下図：適切な状態参照、＊　　の表示は目安の寸法）

　 適切な状態でトラスネジをしっかり締め付けてください

④

⑤

適切な状態：

ハンガー金物本体上部

＊

必ず２人以上で作業を行ってください。

子供の頭や目の高さに棚板を設置する場合棚板の角に当たらないよう周囲の方が特に注意してください。

棚板を落とさないように注意してください。

棚板が落ちてケガをする恐れが有ります。

注意

注意

壁

棚の上に収納物を載せたまま緩めると危険です。取り除いてから作業してください。

収納物や棚が脱落してケガをする恐れがあります。
△！

①

②

③

④

⑤

△！ 棚レールに掛ける前のアタッチメント金具は取り外した状態のまま（少し緩まった状態）

作業してください。

注意

強制

しっかりトラスネジ

を締め付ける

５
㎜

アタッチメント金具

④

⑤

適切な状態：

ハンガー金物本体上部

＊


